










































































三四〇～三五五〕 ） 。 「仮葬礼」では一族が 本葬礼」では故人を村人が送っている。つまり葬 地縁的社会での「死」の認知も目的の一つとするという である〔林
　
二〇一六〕 。さらにもう少し踏み込むならば、地縁







む中で、同行に加入しない家も出てきて、また生活上の繋がりも希薄になってきている。平成十五年（二〇〇三）の祖母の葬儀は同行による葬儀ではあったが 同行の関わり方 平成七年（一九九五）に行われた祖父の葬儀よりも簡略化されていた。たとえば祖父の葬儀のときには棺を運び入れるとほぼ同時に、アラナワ（荒縄）も用意された。これは納棺の時に、親族がたすきにかける魔除けだが、祖母の葬儀の時には用意されなかった。確認したところ、この八年の間に行われなくなっていることがわかっ 。この間に代が替わった家の中で同行 ら抜ける家が何軒か出てきており、 の繋がりも低下し いることを古老は嘆いていた。地縁的な繋がりの低下は、葬家の孤立化を招く。コンテクストの維持が困難にな ためである。
さらに、旧来の地縁的関係性の瓦解によるものだけではなく、人口流動で、そもそもの地縁的な繋がりが低い
場合も考えられる。その めに地縁的なコンテクストも低下し、さらには葬儀を視覚化する必要 ないということになる。父の場合はま に後者であった。もちろん、 「社会」 地縁的なものに限らな 。社縁であっても同じことがいえ だろう。退職して数十年経っ いれば、会社との関係性 すでに無いに等しい である。葬儀に参列する人の個人化が背景にあるといえる 高齢で声をかける人 い こと、父 葬儀は藤沢市で行った 、父はこの地域で社会性を持たなかった と（ 件に関し は後述する） 、 二つ 家族葬 選択した理由である。
ところで、新谷尚紀は「葬送習俗の民俗変化２」において、 「長い日本歴史の流れの中で、葬儀の作業を担

























二〇一六〕 。 「魂の送り」の中には、 「社会からの送り」の意味が含まれる。







体である隣組のコンテクストの低下は、葬儀の執行を困難にし、葬家の孤立化を招く。さらには、故人と社会との関係性の低下から、地縁的意味での故人の喪失 演出の必要性はなくなる。家族葬は高齢化と無縁化を背景とする葬儀形態ということになる。そこに葬儀に対する意識変化がかぶさることになる。この世ではないあの世へ送ることが、それまでの儀礼の中心であったものが、 「別れ」の儀礼と ての比重が強くなったことである。そのために、家族葬に対する批判が出てくる。二〇一八年二月十一日 朝日新聞で「弔いのあり方」との特集が組まれ、そこ 大阪府岸和田市の主婦の興味深い投稿があった。母 遺言で「家族だけで見送ってほしい」といわれ、その通りにしたところ、 「 「友達だった。お別れを言い い。そ を遮るのはおかしい」と言われた。 」といい、約一五〇名で送っ 「父親の時のほうがす きりと心 整理ができ」たという。葬儀に第三者による「別れ」の意識が強く働いてい だけではなく、家族としての喪失感の心の整理を行うため 礼と ての意味合いがあることがわかる。筆者の父の場合は参列する人 いない 考えられたが、こ 投書 は友達 参列する余裕があったということだろうが、 「友人」に「別れ」の儀礼としての葬儀 期待されていたといえる。後は親族側が納得する葬儀にできるかが問題であった。（二）無宗教葬という選択
父は宗教や信仰というものとまったく無縁であった。信仰心が低下して形骸化していると思われる年中行事に











の可変性を考えるならば、山田の指摘は当然である。しかし右のテニス尽くしの展示は、実物であり、祭壇変化だけ 問題ではない。山田の指摘も首肯できるが それだけで 説明がつかない。生花祭壇の登場は「らしさ」の演出が自在になったという技術的問題が 感情的問題を解決したといえるだろうが、それ以前に、葬儀では故人の「らしさ」が追求されるよ になっていた。無宗教葬もその一環として捉えられる 旧来のコンテクストによる形 固定化から、個別化による多様化へと 動きとして捉え ことができるということであ 。
さて、 「仏式でやると…」の問題であるが、 「送り」の感覚が強く感じられる発言である。 「送る」形式が故人




























の形であり、これは あの世へ 旅を視覚化したもの いえる 、看護師に尋ねてみたら、最近は故人 お気に入り 服や故人らしい服などを着せることが多いとのこと。何を着せるべきか。 「らしい」を演出するのは遺族であり、自らが納得するためのも あ を実感する。 「送る」ための「らしさ」であ ただしその「送り」は旅ではなく、我々の中になる観念の問題であった。咄嗟に、スーツが思い浮 ぶ
施設に戻ったら、妹が来ていた。看護師がこれから体 きれいにするから、その間に葬儀社と を ってく














うこ だろう。地元の葬儀 に頼むと、また違う運びになる だろうし、Ｋ社直営式場は使えなかったろう。生憎、もともとの藤沢住まいではなく、地元密着の葬儀社は知らない。
明日の打ち合わせの時までに、うち（＝葬家）で用意する物として、死亡診断書・印鑑（預けるので三文判で






がりがりに痩せてしまっているので、どうにも服が大きすぎる。ここで看護師が死亡診断書のコピー五部を渡してくれた、死亡診断書はいろいろと手続きに必要となるが、原本は葬儀社に出したら返ってこないのでコピーがある方がよいということであった。原本は役所 提出され ためである。同時 死亡届の用紙のコピーも二部渡された。まず下書きをして、それを葬祭業者に見せて、ＯＫがで ら、清書してくださいと言われる。いきなり書いて間違えるとまずいので、予備を用意してくれた。
寝台車が着くまで、母と妹と三人で父の側にい 。普段、施設の冷房はそれ程でもないのだが、さすがに全開
である。父がいたのは施設の二階。二階の住人はすべて一階に移動していた。施設ゆえの入居者への配慮だろう。真夏ゆえ仕方がな が、こちらが寒くなる程だ。寝台車が到着したのが午後六時四十分。職員は一人。タンカに載せて運ぶのはさすがに一人じゃ無理 、頭の部分は自分が責任を持つから、足の部分を手伝ってくださいと言われ、施設の責任者と筆者が足の方を持った。施設ゆえエレベーターはついているが、それは車椅子用であり、タンカは入らな 。そこで、階段を降りることに 階段下にはストレッチャー 置かれていた。タンカをストレッチャーに乗せ、寝台車へ。父は寝台車で斎場へ一人向かった。この時、施設責任者と看護師が見送りに出てくれた。我々が帰宅したのは七時過ぎである。帰宅後 夕食 兼ねて、献杯する 、そ ほど飲めなかった。
葬儀の仕切りは葬儀社がやってくれるが、親戚への連絡などは自分でやらなければならない。かつては隣組の







でいる暇はない。連絡先は親戚が中心であるが、しばらく仕事を休むために、母と妹は仕事先に連絡をする必要があった。筆者は夏休み中であり、仕事に影響はなかった。祖父の葬儀のとき、 「何で連絡をくれなかったのか」と怒鳴りこんできた親戚がいた。比較的近所 住んでいたが、親も筆者も交流はなく、連絡先から完全に漏れていた。祖父は高校の校長を勤めて定年を迎えたこともあり地元新聞の訃報欄に名前が出て それを見て知ったとのこと。祖父はまめな人であり、肺癌で余命宣告を受けてから、重要なものを風呂敷にまとめ いた。その中に、連絡先一覧 添えてあった。その最初の方にあった親戚である。この風呂敷を我々が見つけたのは、祖父の死後一年以上たってから あ 。当時はまだエンディングノートという言葉も知られていなかったが 残された者のために、きちん 情報を残す重要性 感じた。しかし父はそのような類のものはまったく用意していなかった。父はそもそも関心がなかったのと、衰えが急だっ こともある。その経験もあり 母と念入りに連絡先をリストアップすることになっ 家族葬と決め ときには大体の連絡先を考えただけで った で、この段階で具体的なリストアップとなった。連絡を行 のは母である。
勝林寺にも連絡する必要がある。墓の問題だけではなく、そもそも葬儀には勝林寺の尼僧に来てもらうか、近





































基本料金が割引になる。自己紹介の後、 「青色申告会による基本料金割引での葬儀 ご提案いたします」と言い、その「基本」に沿う形 、具体的に話しが進んだ。
まず決めなくてはならないのは日程である。通夜なしの 日葬にとの希望を出した。翌日の二十八日は、藤沢

















































「告別式」とするこ を嫌がり、仏式でやる場合には、ほとんどが「葬儀」ということであった。無宗教葬の場合には、儀礼は「別れ」が中心になるので、 「告別式」となるということである。この件に関しては、あらためて調べる必要がありそうであるが、担当者の口ぶりでは葬儀の名称に関しては、介在する宗教者によるものが大きそうであ 。⑥祭壇
パンフレットには白木の祭壇と花祭壇があった。その形や大きさによって値段が異なって る。現在では白木




















りてきた。 「林さんとこやきん、一番ええやつにしたわ」と言われる。葬家の思いと関係なく、同行がすべて決めた。社会の中での位置づけというより、うちがどのように見られていたか、あるいは「こうあるべき はず） 」との世間的な認識によるものだろう。そもそも林家 坂出市の現在の地に移り住んだ は昭和四〇年代であり、同行 社会 関係性は比較的新しい。祖父のときに 筆者が家に着いたときには祭壇ができあがっていたのでわからないが（筆者は連絡を受けて 早朝の新幹線で帰省した） 、祖母の き は市役所の職員が祭壇を組み立てている最中であり、筆者も部屋に白黒の幕を張るのを手伝っている。同行が仕切る葬儀では、ランクは勝手に決められたが、それは祭壇の問題であり、葬儀の形は定型化されている。同行 より執行されるためである。そこに個人化の余地はないということである。こ ことは葬儀が隣組の中でコンテクスト化されており 社会性の中で維持されてきたというこ ができる。
次に花をどうするか、高齢での死なので、赤を入れてもよいと母。確かに、田舎では高齢者が亡くなると紅白
の花が使われる。具体的な花の名前はわからないが、パンフレットにあったイメージ写真 かったので、 「このような感じで」と話しを進めた。花祭壇にする場合、花 詳しくないと、葬儀社に「お任せ」にせざるを得かった。⑦棺
白木祭壇と花祭壇とでは棺が異なるという。花祭壇用の棺には布がはっ あり、花祭壇に合わせたもので、や




父はそれほど高くはない。そのため大丈夫だろうと考え、 「普通です」と答えたところ、意外な返答があった。人は亡くなるとつま先が伸び、背伸びした形になるため、足元や頭に花を入れると実際の身長より高くなり、棺の窓に顔が合わなくなることもあるということだ。棺に納まるかどうかではなく、顔窓に顔が合うかどうか 問題であるという。この趣旨は想定外であっ 。確かに、 の窓に顔がないとおかしい。かつては座棺が中心であり、顔窓が必要になるのは寝棺の広がりと別れの意識の強まりを背景とするもの あろう 現実にイメージができないので、普通に使われているも にした⑧霊柩車
霊柩車に等級があるのは知っていた。見せられたパンフレットには宮型と西洋型の両方の霊柩車の写真があっ
た。そこで、宮型を使う人がいるのか尋ねてみた。藤沢市ではほとんど使う人がいないとのこ 。もともと宮型を使うつもりはなく、西洋型で普通 使わ ているものに決める。宮型なら装飾で、西洋型なら車種 値段が異なっている。ちなみに坂出市 はバス型であったが、担当者 持ってい パンフレットにはバス型霊柩車はなかった。⑨枕団子・ご飯
祖父母のときには同行の女性たちが台所にあがって枕飯と枕団子を作ってくれた。かつて 膳も作っていた。
筆者が高校時代隣家で葬儀があったが、隣家の台所 狭 で我 家の台所を使 たことを記憶している。昭和五十年代初めである 静岡県浜北市中瀬（現 浜松市）で 、いつ隣組の人が台所にあが てくる わからないので、常に台所はきれいにし おくと聞いている〔林
　
一九九〇〕 。父の葬儀では隣組は機能していない。マン











は難しくなっている。実際に仏式の葬儀でも初七日を葬儀のときに行うことは普通になっている。忌明けを「忌明け」と て集まり、行うことも困難になっている 時間を利用して行えば、そのまま散会できるのだとのことだった この儀礼は「人が集まることができる」という現実的問題が重視されて行われている。家族葬であろうとなかろうと「精進落とし」は故人に関係する者が行うべき事であるとの観念があるからこそ、火葬の時間に行われるともいえる。忌は親族にかかる。そして火葬場に くのは親族が中心であり、親族が一堂に会するタイミングはここしかないのであ のことは精進落としの本来的意味、つまり忌明けの料理として時間軸の中で観念されて、 「落とす」ことよりも、 「集まって儀礼的に食事を行うこと」が優先され いる いえる。
火葬の間に飲食をする事例が『看聞御記』にみえる。伏見宮貞成の父栄仁親王が應永二十三年（一四一六）







































着」は忌中と無関係な語句であることがわかる。『看聞御記』に記述された火葬時の「祝着」が現在の精進落としと繋がっているとするわけにはいかないが、火葬を待つ間に一献傾ける慣例があり、それを「祝着」とすることの意味に関してはもう少し調べる必要がある。四十九日に関しては、忌明 と 書かれていないが、この日から生臭を食べることができるという特別な「食」であったため 、平素の「祝着」 はしなかったのだろう 。なお筆者の祖父母の火葬は五時間ほどかかったので一旦帰宅しており その際に大部分の親族も帰宅したので、とりた て何かをや はなかった。首都圏での火葬の時間は約一時間。その間の振る舞いは習慣として根付いている。この時点でまだ人数はわか









頼めるのかと問うと、大丈夫とのことであった。 「今は関西から出て来て、向こうに墓がある人 少なからずいるので需要はある」とのこと 小さな骨壺では、当然のことな らすべ の骨を入れることはできない。祖父の葬儀のときに、火夫さんに残りの骨はどうするのかと尋ねている。 「こちら（火葬場）で処理します」 言われた。 「処理」とは産業廃棄物 し である。いくら関西 墓があ 人 多いからと って、骨壺だけ小さくても、火葬場が対応していなければど にもならない パンフレットにあるくらいなので、火葬場も対応 きるということだろう 、こ 件に関しても担当者に尋ねてみた。火葬場の方で 処分」すると、苦笑 しながら口 した。祖父の きには火夫さんに遺骨 目の前で聞いたので、火夫さん 真顔 答えたが、今回は打ち合わせの席ということもあり、苦笑気味であったのかもしれない。 「苦笑い」しながらの「処分」 の言葉は、関東では少なからず需要があるとはいえ、担当者としても馴染みは薄かったのかもしれない。勝林寺の墓のカロートは小さい小さな骨壺に決定。⑫遺影
遺影の枠は基本料金に入っている普通のものとした。黒いリボンをかけるかどうか聞かれたが、それ いら









のである。現在では遺影は葬儀には欠かすことのできないものとなっている。当然ではあるが、遺影に使われる写真は故人の「生」の一コマを切り取ったものである。遺影により個人の「生」があらためて認識され、追慕されることになる。父は囲碁が好きであった。遺影とした写真は囲碁をうっているときの写真にした。碁盤の一部も写っているもの。つまり一目で囲碁をや ているこ がわかる写真を選んだ。しかもカメラ目線。施設で撮られた写真で、父 嗜好だけではなく、人 なりがよくわかる一枚 ある。ここの選択は親戚や参列者に対し、父の「存在」の証を明示する遺族から メッセージでもあった。火葬中の精進落とし 時に親族がこの写真を見て父らしいと、しみじみ 語ってくれ、こ 写真を選ん よか 感じたことを覚えている。⑬湯灌・納棺
先にも述べたように、施設で看護師さんが体をきれいにし、持っていった服に着替えさせてくれたのが湯灌か













悩みの種であった。祖父母のときに 、それぞれの香典の額を確認し、その半分の額に相当するものを選ぶのにほぼ徹夜 作業となった。かつて、東京に住む親戚 葬儀で カタログが渡され、香典の額に応じて、その中から好きなものを選ぶこ ができ 形であった。 れは名案と感心した覚え ある。いずれにしても、いくら引き物にかかるかあらかじめ計算できない問題がある そ でもある程度の予算は立てておきたい。香典で葬儀費用の一部を充填できるだろうが、その額がどのくらいになるかわからない で、充填分は別にして葬儀にかか費用を考えておきたかった。




ぬ方法が担当者の口から飛び出した。 「最近は、大体香典の額は五千円～一万円（親族以外）が普通であるため、中をとり、七千円として、とりあえず、すべての参列者に三千五百円相当のお返しをしておいて、多くいただいた人に対しては差額分を後で送るようにすることが普通になってきている」という。Ｋ社では多めに注文しても、余っ ら一つでも返品できるという。つまり使った分だけの費用負担である。後日お参りに来た人のためにいくつか持ち帰り、残った物を四十九日過ぎていても電話すれば、取りにきてくれ という。無宗教葬だから四十九日というものを意識する必要はないが、一般的には四十九日や五十日は忌明け り、葬儀期間の目安となる。これは便利なシステムであ 。
では三千五百円相当の品物を何にするか。パンフレットにあったメインはお茶である。 「今時、お茶ですか」



























郡地方では「消え物」というわけではなく、白川町切井での座布団と同類といえる。香典返しが品物ではなく接待である地域があったこと、また必ずしも「消え物」ではないことから、 「引き物」を「消え物」にするとの考えは最近のもの ないか。それが不幸を残さ いために「消え物」にする 言わ ていることは、 「引き 」が葬家から渡される物であり、不幸の伝染を避けるとの意識から生じたものと考えら る。根底にけがれ観念と同様のものがあるかもしれない。近年 なり「不幸」の伝播 が強くなってい いえる。この 興味深いことであるが、今の所これ以上述べるだけの資料がない で指摘するにとどめる。日持ちがするパウンドケーキとドリップコーヒーのセットにした。香典が後に届く可能性も考 て、五十個注文する。（四）見積もり
表１は、火葬の間の料理や引き物を除いた明細書から実際に必要になった部分を抜き出したものである。表１




















２ 花祭壇 花祭壇 1 300,000 200,000 100,000 8,000
３ 寝棺 さざなみ/ホワイト60 1 160,000 160,000  0 0
４ 湯灌 湯灌・処置・納棺の儀／ Bセット 1 160,000 0 160,000 12,800
５ 寝棺用布団 寝棺用布団 1 6,000  6,000  0 0
６ ご遺体供養品 納棺用品／脱臭掛蒲団納棺花 1 28,000 28,000 0 0
７ 枕飾り 枕飾り 1 5,000 5,000 0 0
８ 白木位牌 大中上 1 2,000 2,000  0 0
９ ご遺影 普通額／カラー 1 17,000 17,000 0  0
10 収骨容器 骨壺／白５寸 1 10,000       0 10,000 800
11 お供物（祭壇用）
12 ドライアイス 26日～29日 4 32,000 8,000 24,000 1,920
13 お清めセット お清めセット 1 3,000 3,000 0 0
14 寝台車病院迎え 車庫～病院～式場 1 24,000 16,800 7,200 576
15 寝台車別移送  
16 霊柩車 国産洋型車　藤沢聖苑 1 35,750 0 35,750 2,860
17 会葬礼状 普通ハガキ百枚 1 8,000 8,000  0 0
18 追加会葬礼状
19 小物用品 小物用品 1 10,000 0 10,000  800
20 立看板 式場用 1 10,000 10,000 0 0
21 案内板





27 哀悼貢献者 哀悼貢献者 1 15,000 0 15,000 1,200
28 火葬場案内係員 火葬場案内係員 1 10,000  10,000  0 0
29 特殊提供品
30 火葬料 市民１万円預かり 1 0 0 0 0
31 施行運営費① 1 42,000 42,000   42,000 3,360

















ている。見積もり料金 は、基本料金＋差額である。つまり基本料金としながらも、施設運営費は別途必要になるということだろう いろいろな葬儀社の見積もりをネットで調べたが、この部分 書かれたものは確認できなかった。この明細書の総計は、割引された基本金額＋差額で四十四万四千九百六円となった。
それとは別に、 「別注文品」と記された明細書がある。遺体保管料が一日一万円、三日間保管してもらったの
























れができることになったと喜んだ。母の感覚の中に、葬儀が別れの儀礼との意識があることがはっきりした。ただし、この場合、現世の人による送りだす別れではなく 故人 現世 人に別れを告げるとの感覚のようであるだからといって、明確な死生観があ わけではない。（二）葬儀から出棺まで①斎場での打ち合わせ
八月三十日、九時四十五分に斎場に着く。すでに着付けをしてくれる方は到着していた。控室はすぐに使える
ということなので、母は着付けへ。式を行う会場の設営は終わっていた。四十人規模の部屋である。想像以上に豪華な花祭壇 っていた。母が主催あるいは関係する短歌会から多く生花が来ていた。祭壇には枕団子と一膳飯。飯には箸が突き刺し ある 枕団子は丸く、積み重ねられている。まるで月見団子のようだった。筆者が知っている枕団子は平たく、真中をくぼま る形であるが、形状 地域差に関す 調査はやったことがないので、何ともわからない。
斎場ではＫ社の職員一人（打ち合わせに来た一級葬祭ディレクターではない）と斎場の職員が対応してくれた。









さらに前日電話でお願いしていた火葬場までのタクシー手配の確認をする。また火葬場での「精進落し」の献杯用ビールを注文する。妹が控室から出てきて、簡単なリハ サルを行った。妹と相談の結果、数曲用意した中から、パッヘ ベルのカノンの一曲だけを演奏することに決定した。母が来たので「お別れ 言葉」をどうするか確認したところ、 「やらない」と うことで、 「黙祷一分間→ヴァイオリン演奏一曲→お焼香→黙祷一分間→閉式前挨拶（喪主様より）→閉式→お別れの儀」 されたプリントがあらためて渡された。その後で、母が弔電を読んでほしいと言いだし、結局、焼香前に弔電の紹介をすることになった。 「式次第」プリントに手書きする。司会も手書きで書き入れていた。
十時半前になると、父の兄弟たちが続々集まる。ほとんどが東京か東京近郊に住んでいる。兄弟間は毎年集ま
っているが、筆者と妹は叔父・叔母と会う は、約三十年ぶりである。 「葬式くらい か親族 集まる機会はないよね」と何度か聞いたこ があるが その言葉を思い出す。②家族葬の実態
結局、母の関係者が多く参列してくれた。母は短歌会を主宰している。先に家族葬は故人の高齢化問題も背景








































妹以外は高齢者。一番小さなものを注文して たが、机に並んでいる料理は意外と豪勢に見える。ビールは斎場担当のＫ社職員に、献杯用にとビール三本を頼んでいた。斎場で担当 に確認した だが、その時にビールは中ビンと言われた。十人だから三本もあれば献杯 大丈夫だろう 父の兄弟は皆下戸である。ところが机の上にあったのは三百五〇
mlの缶ビールが三本。思わず火葬場担当の人に、ビンではないのかと尋ねたら、 「缶しかない
んですよ」と言われる。足りなかったら追加してくださいとのこと。火葬は大体七十分が目途と言われる。遺影と位牌を置く場所があり、飲めない父にもビールを注ぎ、皆に行きわ ったところ 筆者が献杯。その後 親族たちが父の思い出話しに花を咲かせた。筆者は、ここでＫ社の担当者に帰りのタクシーの手配をお願いした。一台は自宅に、二台は藤沢駅行である
さすがに少し解放されたためか、今まで体が受け付けなかった酒 入る。ビールを追加注文。ここ の料理は







とのこと。炉の前へ行くと、炉が開けられる。中を見るとまだ一部に火が残っていたが。 た自動で手前に引き出された。骨になってしまった とここでも感傷に浸る間もなく、ちゃんと焼けていることの確認をさせられた。そして我々はまた収骨室へ戻る。 「家族」としたのは、本論とは直接関係ないが、家族とは何かという問題を筆者は明らかにし得てないためである・両親・妹・筆者は別々に暮らしている。それでもこれが「家族」なのか。
待っていると、今度は手押しでやってきた。先ほど見たままが運ばれてくるのだと思ったが、骨壺に入れる
分だけが収骨室に運ばれてきた。炉から引き出されたとき、小さい骨壺なので 「残りはこちらで処分しますが、よいですね」と確認されていた。あの時が「家族」との最期の対面と うことに る。
相ばさみで親族が収骨。残りを火夫さんが、こ がのど仏、これが頭骨 いって、最後に納めてくれた。この








骨を食べる人を見たことがあると返答している（二〇一七年六月二十七日） 。そこで担当者に尋ねてみた。やはり、 かじったり、粉々になった骨を手ですくって口に入れる人が実際にいるのだそうだ。これは骨噛 の習俗を想起させる。伊藤彰が『山口県の葬送・墓制』で「下関市横野や豊北町角島では葬儀にゆくことを「 かみにゆく」という。下関吉見・彦島・内日あたりでは、親族たちが大釜で炊いたこげ飯を食べる。これを「ホネカミ」または「ホネカジリ」と呼んでいる。下関市安岡・小野・高道・勝山などでは、葬儀の際「骨噛み」と称して小豆を噛むことがあるという。／以上の地域は響灘の沿岸にまとまっているが、北浦沿岸を東上した田万川町江崎では、死者が惣助という名であれば 葬儀 列す ことを「惣助を食い ゆく」といっていた。／このような言葉の分布は山口県の沿岸地域に限 てみられるのではない。南西諸島から九州にかけて点々と分布するようである。筆者も福岡県玄海町上八で「ホネカミ」を聞いたことがある。／「惣助を食い ゆく」のような使用例は、山口県内ではいまのところ一例しか知られていないが、石垣島では「プッオイナ
　
ハラヌ」 （人を食いにゆ









口流動を背景に広がっていったことが一応は考えられる。この場合、実行者は、当該地域の出身者ということになるが、人口流動が大きい現在とはいえ、これほど、多くの目撃情報があるだろうか。すると「伝播」の可能性も視野にいれなくてはならな が、伝播と捉えるならば それを受容する観念があることにな 。それは遺骨に対する観念の問題となる。かつては土葬の地域が多かったので、遺骨＝遺体として考え が、筆者は遺体に対する思いはあまり高くはなかったと考え る。 の件に関しても、すでに論じているので、ここでは省略するが〔林
　
二〇一〇・二〇一六〕 、遺骨を噛むことが、死者との一体化に繋がるとすれば、霊力の取り入れという解釈
が成り立つ。ただし、日本の場合、遺体 霊との分化がみられるので、 「遺骨 かじる＝霊力を取り込む」との構図になるかどうかに関しては もう少し考える必要があるだろう。そもそも 体 けがれたものと考える文化の中で、遺骨を口にする習俗が簡単に伝播する は考え難い
この件と関連する現在的な形として手元供養をあげることができないであろうか。日本の火葬は「火葬」で完
結しない。現在では散骨もあるが、一般的に その後 埋骨するこ で完結す （古代では「火葬―散骨」の構図がみられるが〔林
　
二〇一〇〕 ） 。つまり、火葬して土葬するという葬儀が二段階で行われているということで























さ」の演出である。この件に関してはすでに述べてい が、あらゆる場面でみられた。故人の「生」を繰り返し演出することで、故人との「生」の関係を断ち切ると同時に、 「追慕」することで、逆に喪失の実感を充足させることにな である。その意味では「別れ」の演出と重なる部分といえる。この「別れ」の演出が、旧来の「送り」を顕現することにもなる。旧来の葬儀のように野辺送りといった具体的に可視化された「送り」や「別れ」はない。演出一つでそれらの充足感が決ま 。そ の手助けをするのが葬祭業者 ある。そのために葬祭業者は故人のこと、また遺族がど ような葬儀をあげたいのかを ちん把握し、遺族と意思疎通することが重要であることを実感した。
一つは、一連の儀礼の分化をあげることができる。送られる対象となる遺体は、かつては遺族とともにあっ

































































































































































































































　「 『看聞日記』現代語訳（三） 」 『山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告』第四二号。
　　　　　　
二〇一五





The funeral has been held by a local community. Drop of the 
connection of the local of the local community. Therefore, a funeral has 
hold by a funeral company and an economic principle will be brought 
into the funeral. In this study, I showed how a now funeral was held a 
funeral of my father as an example. I clarify a funeral expense of my 
father, and I studied the difference between old funeral way and now 
funeral way. The funeral of my father was held only in families and was 
held in irreligion. In Japan, the funeral in only in families and in irreligion 
increase now. I thought about reasons that become receiving the funeral 
only in families and in irreligion in this study.
Study on now funeral : 
A funeral of my father as an example
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